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さまざまな原子核 
陽子数（原子番号）は同じで中性子数の異なる原子核（同位体） 

元素 記号 陽子数 安定 放射性 
水素 H 1 H-1, H-2※ H-3※ 

炭素 C 6 C-12, C-13 C-11, C-14,･･ 
カリウム K 19 K-39, K-41 K-40, K-42, ･･ 

ストロンチウム  Sr 38 Sr-88 Sr-89, Sr-90, ･･ 
ヨウ素   I 53 I-127 I-125, I-131, ･･ 
セシウム Cs 55 Cs-133 Cs-134, Cs-137, ･･ 
ウラン U 92 なし U-235, U-238, ･･ 

プルトニウム Pu 94 なし Pu-238, Pu-239, ･･ 

※：H-2は重水素、H-3は三重水素または、トリチウムと呼ばれます。 
・・は、その他にも放射性物質があることを意味する。青字は自然に存在する放射性物質 

放射性物質 

　水素原子のほとんどは、原子核が陽子 1個のH-1 ですが、陽子 1個と中性子 1個
のH-2（重水素）、陽子 1個と中性子 2個のH-3（トリチウム）も存在します。この
うち放射線を出す水素はH-3 だけです。
　このように放射性の原子核が 1種類しかない元素（同種の原子を包括する呼び名）
もありますが、複数の種類の放射性の原子核を持つ元素も多くあります。またウラン
やプルトニウムのように、原子番号の大きい元素では、放射線を出さない安定した原
子核を持たないものもあります。
　自然界にある放射性物質は、地球誕生の時から存在するものがほとんどですが、炭
素 14のように宇宙線と大気との相互作用で今でも生成され続けているものもありま
す。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日
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自然由来・人工由来 

放射性物質 放出される放射線 半減期 
 トリウム系列 α, β, γ 141億年 
 ウラン系列 α, β, γ 45億年 
 カリウム40 (K-40) β, γ 13億年 
 プルトニウム239 (Pu-239)  α, γ 24,000年 
 炭素14 (C-14) β 5,730年 
 セシウム137 (Cs-137) β, γ 30年 
 ストロンチウム90 (Sr-90) β 29年 
 セシウム134 (Cs-134) β, γ 2.1年 
 ヨウ素131 (I-131) β, γ 8日 
 ラドン222 (Rn-222) α, γ 3.8日 

放射性物質 

赤字は人工放射性物質 α：α（アルファ）線、 β ：β（ベータ）線、 γ ：γ（ガンマ）線 

　トリウム 232、ウラン 238、カリウム 40のように半減期が長い放射性物質は、遠
い昔に宇宙で作られ、地球が誕生する時に地球に取り込まれたものです。
　トリウム 232 は鉛 208 になるまでに、ウラン 238 は鉛 206 になるまでに、いろ
いろな放射性物質に形を変え、α（アルファ）線やβ（ベータ）線、γ（ガンマ）線
を出します。
　炭素 14も自然界に存在する放射性物質ですが、空気中の 80％を占める窒素に宇
宙線である中性子線が当たって生成されたものです。炭素 14はβ線を放出して、再
び窒素に戻ります。
　セシウム134、セシウム137、ストロンチウム90、ヨウ素131、プルトニウム239は、
原子力発電所が事故を起こすと環境中に放出されることがあります。人工放射性物質
の中にも、プルトニウム 239 のように、半減期が極めて長いものもあります。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響




